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（ 時に午前 ９時３０分 開会 ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 それでは、ただいまから建設文教常任委員会を開会いたします。 

 去る６日の本会議において、建設文教常任委員会に付託となりました議案等について審査を行

います。当委員会に付託されました所管は、建設部、水道事業及び教育委員会です。 

 日程といたしましては、本日、建設部、水道事業を審査して、１４日に教育委員会を審査した

いと思いますが、いかがでしょうか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 異議なしという声がありましたので、本日は建設部、水道事業を、１４日に教育委員会を審査

するよう進めさせていただきます。 

 なお、当委員会に付託されました発議第３号 定数改善計画の早期策定実施と義務教育費国庫

負担制度の堅持及び拡充を求める意見書（案）につきましては、教育委員会所管として審査しま

すので、御承知おきください。 

 それでは、ただいまから審査に入るわけでございますが、質疑者あるいは答弁者は必ず挙手を

していただき、指名の後、名前を名乗ってから、質疑あるいは答弁に入っていただきますようお

願いいたします。各委員の質疑におかれましては、簡明で議題の範囲を超えない発言となるよう

心がけてください。なお、発言が明白な錯誤、趣旨不明瞭・不適切と判断した場合は、委員長に

おいて、議事整理を行う場合もありますので、御承知おきください。 

 また、御自身や他の委員の質疑が終了した後、関連質問を行う場合は、その旨を宣言し内容が

逸脱しないよう心がけてください。 

 はじめに、認定第１号 令和４年度清須市一般会計決算認定について、所管ごとに歳入歳出、

続けて説明をお願いいたします。 

 前田新清洲駅周辺まちづくり課長 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課長の前田でございます。認定第１号について、建設文教常任委員会

建設部所管分の歳入を一括で御説明いたします。 

 決算書２０ページ、２１ページを御覧ください。 

 １４款使用料及び手数料、１項使用料、６目土木使用料、予算現額６千６１９万１千円、収入
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済額６千３９７万６千５６３円、１節道路橋梁使用料と２節都市計画使用料です。 

 同じく７目消防使用料、予算現額２７８万１千円、収入済額３０４万７９０円、１節消防使用

料のうち建設部所管は庄内川水防センター使用料１４２万３千７５０円です。 

 続きまして、２項手数料、１枚はねていただきまして、２２ページ、２３ページを御覧くださ

い。３目土木手数料、予算現額７６万１千円、収入済額７０万３千８００円、１節都市計画手数

料です。 

 続きまして、１５款国庫支出金、２項国庫補助金、２枚はねていただきまして、２６、２７ペ

ージを御覧ください。 

 ５目土木費国庫補助金、予算現額７億９千８４３万２千円、収入済額、５億５千７７５万２千

円、収入未済額２億３千５７３万円、１節道路橋梁費補助金と２節都市計画費補助金です。 

 続きまして、１６款県支出金、１枚はねていただきまして、２８、２９ページを御覧ください。

１項県負担金、３目土木費県負担金、予算現額０円、収入済額１千６８６万１千円、１節土地区

画整理費負担金です。 

 続きまして、２項県補助金、１枚はねていただきまして、３０、３１ページを御覧ください。 

 ４目農林水産業費県補助金、予算現額２千３４６万５千円、収入済額１千９８８万１千５４０

円、１節農業費補助金のうち建設部所管は、単独土地改良事業補助金５９６万４千円、緊急農地

防災事業補助金７８２万１千円、多面的機能支払事業補助金１９２万５千１５０円、排水機維持

管理事業補助金２０７万９千円です。 

 同じく、６目土木費県補助金、予算現額２千７２１万８千円、収入済額２千６８３万８千８０

０円、１節道路橋梁費補助金と、２節都市計画費補助金です。 

 続きまして、１枚はねていただきまして、３２、３３ページを御覧ください。 

 ３項県委託金、４目土木費委託金、予算現額７０万円、収入済額２８万４千１２３円、１節都

市計画費委託金です。 

 続きまして、２枚はねていただきまして、３６、３７ページを御覧ください。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、１目基金繰入金、予算現額８億４千２４０万５千円、収入済

額８億４千２４０万５千円、１節基金繰入金のうち建設部所管は、都市計画施設基金繰入金３億

円です。 

 続きまして、２１款諸収入、５項雑収入、１枚はねていただきまして、３８、３９ページを御

覧ください。 
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 ２目雑入、予算現額１０億３千３１０万１千円、収入済額９億８千５２３万５７１円、収入未

済額５千７４４万８千３９円。 

 １枚はねていただきまして、４０、４１ページを御覧ください。 

 ５節農林水産業費雑入と７節土木費雑入と８節消防費雑入で、５節農林水産業費雑入のうち建

設部所管は、土地改良施設維持管理適正化事業交付金２千７９０万円、８節消防費雑入のうち建

設部所管は庄内川水防センター光熱水費負担金７１万２千９０８円です。 

 続きまして、２２款市債、１項市債、１枚はねていただきまして、４２、４３ページを御覧く

ださい。 

 ３目土木債、予算現額９億４千万円、収入済額６億４千４００万円、収入未済額２億８千２０

０万円、１節道路橋梁債と２節都市計画債です。 

 以上が、建設部所管分の歳入でございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬土木課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課の村瀬です。続きまして、建設部所管の歳出を御説明します。 

 決算書７２、７３ページを御覧ください。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１枚はねていただきまして、７４、７５ページを御覧ください。 

 ３目環境衛生費、予算現額１億７千８６２万８千円、支出済額１億７千６０６万９千９２円、

８節旅費から１枚はねていただきまして、７６、７７ページを御覧ください。１８節負担金、補

助及び交付金までです。 

 建設部所管につきましては、市道野田町１号線等整備費１千２７９万５千２００円、市道朝日

貝塚東線等整備費２千２６４万２００円、同じく市道野田町舟付１号線等整備費２千８０５万９

千９００円です。 

 続きまして、３項上水道費、１目上水道費、予算現額１億２３９万１千円、支出済額１億２３

９万１千円、１８節負担金、補助及び交付金です。 

 建設部所管といたしましては、名古屋市上下水道局水源施設負担金２２７万１千円、水道事業

会計出資金１億円です。 

 続きまして、７８、７９ページを御覧ください。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、１枚はねていただきまして、８０、８１ページを御覧くださ
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い。４目農地費、予算現額１億３千２３７万円、支出済額１億２千７２９万３千４２１円、繰越

明許費１４４万１千８５８円。７節報償費から１８節負担金、補助及び交付金までです。主なも

のは土地改良費７千５０６万５千７８１円です。 

 続きまして、８２、８３ページを御覧ください。 

 ８款土木費、１枚はねていただきまして、８４、８５ページを御覧ください。１項土木管理費、

１目土木総務費、予算現額１億２１４万１千円、支出済額１億８９万５千５４５円、繰越明許費

９１万３千円、１節報酬から１８節負担金、補助及び交付金までです。主なものは、土木事務費

２１１万１千５８０円です。 

 続きまして、２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費、予算現額１千７５万２千円、支出済額１

千６７万７千３４０円、１１節役務費から１８節負担金、補助及び交付金までです。 

 続きまして、２目道路維持費、予算現額４億２千２２８万７千円、支出済額４億１千７６１万

２千５４９円、１０節需用費から１５節原材料費までです。主なものは、道路維持補修費２億２

千９９０万３千５８９円です。 

 続きまして、３目道路新設改良費、予算現額７千７５６万８千円、支出済額７千３４８万７千

８１３円、１０節需用費から１枚はねていただきまして、８６、８７ページを御覧ください。２

１節補償、補填及び賠償金までです。主なものは市道西田中蓮池線等整備費４千４５０万６千円

です。 

 続きまして、４目橋梁維持費、予算現額１億円、支出済額３千９５２万５千９４５円、繰越明

許費６千３９万９千１００円、１２節委託料、１４節工事請負費です。主なものは、橋梁維持補

修費３千３３０万円です。 

 続きまして、３項河川費、１目河川総務費、予算現額１千２６２万３千円、支出済額１千２４

３万９千６９４円、１０節需用費から１８節負担金、補助及び交付金までです。主なものは五条

川ふるさとの川管理費７３５万４２０円です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課の鈴木です。続きまして、４項都市計画費、１目都市計画総務費、予算現額１億９

千２２２万２千円、支出済額１億９千１０１万６千７０円、１節報酬から１８節負担金、補助及

び交付金までです。主なものは、都市計画事務費３千３０万２千８６９円です。 
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 ２目土地区画整理費、予算現額１４億７千５４１万１千６６９円、支出済額１１億１千８４８

万８千５５１円、繰越明許費３億５千６１万７２９円、１節報酬から１枚はねていただきまして、

８８、８９ページを御覧ください。２１節補償、補填及び賠償金までです。主なものは、新清洲

駅北土地区画整理費、土地区画整理事業費４億９千１３３万７千５０６円です。 

 ３目街路事業費、予算現額２千１８５万６千円、支出済額２千１７７万５千１４０円、１０節

需用費から１６節公有財産購入費までです。主なものは、街路管理費１千８８３万５千８６３円

です。 

 ４目鉄道高架費、予算現額１０億３千２４９万７千８６５円、支出済額６億９千１１４万２千

５２８円、繰越明許費３億４７４万１千４２６円、８節旅費から２１節補償、補填及び賠償金ま

でです。主なものは、西市場廻間線等整備費２億５千６７６万３千３４１円です。 

 ５目公共下水道費、予算現額１０億３千２７９万４千円、支出済額１０億３千２０１万９千１

２４円、１０節需用費から２３節投資及び出資金までです。主なものは、下水道事業雨水処理負

担金４億６千５１３万８千円です。 

 ６目都市下水路費、予算現額３千５２９万７千円、支出済額１千２４９万１千２１３円、繰越

明許費２千１３６万２千円、１０節需用費から１枚はねていただきまして、９０、９１ページを

御覧ください。１４節工事請負費までです。 

 ７目公園費、予算現額１億５千８２３万９千円、支出済額１億５千８０９万８千４７５円。１

０節需用費から１４節工事請負費までです。主なものは、都市公園管理費９千９５万３千２００

円です。 

 ９款消防費、１項消防費、１枚はねていただきまして、９２、９３ページを御覧ください。４

目防災対策費、予算現額１億３千３８３万９千円、支出済額１億２千２７９万６千２６０円。１

節報酬から１８節負担金、補助及び交付金までです。そのうち、建設部所管は庄内川水防センタ

ー管理費４９８万７千４６７円です。 

 建設部所管分の説明は以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ありがとうございました。それでは質疑に入りますが、質疑についてはページごとに行います。 

 最初に、歳入２０、２１ページをしますので、質疑のある方は挙手をお願いいたします。 

 傍聴者が見えましたか。 

 では、入室を許可いたします。 
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 では歳入２０、２１ページ、質疑のある方は挙手をお願いいたします。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 続きまして、２２、２３ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 続きまして、２６、２７ページ 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 土木費国庫補助金のところで、ちょっと１つ確認をさせてください。 

 調定額で約８億円あるうち３億円近くが収入未済額になっておりますけども、収入未済になっ

た理由とか経緯とか、あと今後それはどうなっていくのかというの説明をしていただければと思

います。 

 この都市計画補助費のところが、２億３千万円のうち２億円となってますけど、ちょっと教え

てください。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 都市計画費補助金のほうでございますけど、こちらの収入未済額につきましては、まちづくり

課分が１億８千５１９万円分、未済額となっております。 

 こちらにつきましては、まず市街地整備事業の区画整理のほうなんですけど、こちらのほうが

道路占用物件の支障移転等で工事にちょっと遅れが出ましたので、その部分を４千９２４万円分、

繰り越しております。 

 あと、踏切道改良事業補助金、こちらにつきましては権利者との交渉に不測の日数を生じたこ

とにより、その残り分１億３千５７２万９千円分繰り越しております。こちらにつきましては未

済額は今年度、令和５年度に全て消化する予定でございます。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 
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 飛永委員、いいですか。 

 ほかにありますでしょうか。いいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 次に、２８、２９ページ。いいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ３０、３１ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ３２、３３ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ３６、３７ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ４０、４１ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ４２、４３ページ。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 土木債のところで、やはり未済額が３億円近くありますが、これも先ほどお話しした内容の関

係で未済、いわゆる未済ということは多分、起債してないということの理解でいいと思うんです

けども、そういったことでよろしいでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 
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 こちらにつきましても、こちらは仮線用地ではございませんので新清洲駅南部の道路拡張に伴

う県と国から負担金をいただいて執行する分が、こちらも権利者との交渉に不測の日数を講じた

ことにより繰り越しておる額で、このまま全額がその額になっております。こちらも令和５年度

に執行予定でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員、いいですか。 

 ほかにございませんでしょうか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 これで、歳入を終わらせていただきます。 

 続きまして、歳出を審議させていただきます。 

 質疑のある方、まず最初に、７６、７７ページ及び７８、７９ページ、よろしくお願いいたし

ます。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 いいですか。 

 続きまして、８０、８１ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ８４、８５ページ。 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 松川です。 

 地籍調査費なんですけど、この青い本でいうと２６６ページです。 

 予算が１１３万４千円上がって、実際、支出が１千４４８円という、これの理由を教えてくだ

さい。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬土木課長。 
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土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課の村瀬です。 

 こちらは地権者、土地所有者への郵送代として１千４４８円使いました。残りの９１万３千円

は翌年度に繰越しをいたしました。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 これ繰越した理由はどうしてでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 こちらは繰越しにつきましては、まだ境界が決まってない方がお見えになりまして、その関係

で繰越しをさせていただきました。一応、今年度、終わる予定をしております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 これって毎年、上がってると思うんですが、これって繰り越すことってよくあるんでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 どうしても相手というか土地所有者の方との境界がありますので、なかなかどうしてもそこが

決まらないと、どうしても繰越しということをせざるを得ないということになってきます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 その委託費の支払いが繰り越されて、境界が決まらないと実際、委託業務も発生しないという
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ことですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 はい、そうです。 

 業者のほうに完了してないものですので、払えないものですのでそれを繰り越すということに

なります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 はい、ありがとうございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ほかにこのページ。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 道路維持費のところでちょっと教えてください。 

 国県支出金が２千８００万円、全体事業費のうちの１割弱ぐらい入ってる事業で、これは大き

くは道路ストック点検と、枇杷島橋の枇杷島陸橋架け替えに合わせての雨水管の整備ということ

で書いてありますが、ちょっと道路のほうを教えてください。 

 効率的に修繕工事を行うために点検を実施した上で修繕計画を策定したとあります。これは道

路の修繕費に関しては計画を策定して国に出すと国から補助金が出てという形になってると思い

ます。その道路も使用頻度によって３つぐらいにカテゴリーが分けてあって、それぞれに修理を、

優先的に修理をしていくのか、それぞれ修理を進めていくのかということはちょっと分かりにく

いんです。使用頻度によって３つのカテゴリーに分かれるので、生活道路に近いほど、ちょっと

修理が後回しになるんじゃないかなという感じがしますが、これはどんな計画で今どんな進捗に

なってるかだけ教えてください。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 
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 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 こちら１級、２級、その他という路線に分かれておりまして、１・２級の路線は５年に１回点

検を実施しております。その他の路線につきましては１０年に１回、点検を実施しております。 

 平成２６年から道路ストック点検を実施しておりまして、１・２級路線は既に２回実施をして

おります。その他の路線は１回目の実施中で、今年度、一応全部その他路線も終わる予定になっ

ております。どうしても１・２級路線のほうが通行量も多いですので、重点的に修繕を行ってい

るというのが現状です。その他の生活道路の路線も悪いところがかなりありますので、順番に修

繕をしているというような状況でございます。 

 進捗といたしましては、全体で約３１９キロございます。令和４年度末までに２８６キロの点

検が終わっておりまして、８９．６％の進捗率となっております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 分かりました。８９．６％の進捗。これは５年に１回、１０年に１回という形でぐるぐると回

していく格好になっていると思うんですけども、その他道路に関しましては、今、お話があった

ように痛みがひどいというのと、生活道路なので一日も早く直してほしいという話があって、今、

ＬＩＮＥのスマレポなんかよく利用をしてやってると思うんですけども、市民の方の利用状況っ

てどんな感じかだけ分かりますか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 ちょっと今、手元に資料がないので、何か年間、大体、土木課といたしまして１００件ぐらい

ございまして、道路の今の陥没だとか舗装の修繕等がやはり一番多くいただいておりますのが現

状です。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 
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飛永 勝次委員 

 今お話しした陥没とかもうちの近所でもあったりします。なので、ＬＩＮＥのそのスマレポで、

随分、このパトロールして見つけるというよりも、申告していただいて、逆に言うと効率よく修

繕ができると思います、その他道路ですね、生活道路と違います。またこのＬＩＮＥのスマレポ

の使用喚起なんかもしていただいて、安全な維持管理に努めていただければと思いますのでよろ

しくお願いします。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 このページ、よかったでしょうか。 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 松川です。 

 街路灯費なんですけれども、これって電気料金の値上げの影響というのはどれぐらい出てます

でしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 ちょっと今、ごめんなさい、手元に資料がないもので、また後ほどお答えさせていただきます、

すみません。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 そしたら、後ほど答弁よろしくお願いいたします。 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 値上げの影響は多分、出ているとは思うんですけれども、家庭なんかで電気料金の見直しとか

っていろいろやってるんですが、電気料金を削減するための何か取組ってやられてますでしょう

か。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 はい。ＬＥＤ化は全て終わっておりますので、今後そういった新設等、そういったものも全て
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ＬＥＤで設置をしていくというようなところで、電気代の削減を図るというところをやっていき

たいと思っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 その電力会社を変えるとかそういったようなことはないわけですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 はい、今のところ、中部電力のほうでそのまま契約していくということで考えております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 ありがとうございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 今と同じところの街路灯費のところでございます。根本的な事業の進捗の確認をさせてくださ

い。 

 街路灯全てＬＥＤにリースで交換をして、当時、平成２８年からやられてると思うんですけど

も、多分、当時６千灯ぐらいあったものを一気に全部ＬＥＤに変えられたと思います。毎年なの

で、このリース料が２千６００万円発生してくるという状況で、電気代も当時の３分の１という

形になっておる事業だと思います。 

 その後、ここにつけてほしい新設するものに関しては多分、買い取られてやられてると思うん

ですけども、このリースの部分に関してなんです。あと多分、平成２８年から始まっていれば、

もう、今、８年ぐらいですかね。リースアップたしか１０年だったと思うんですけども。リース
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と同時にこのメンテナンス契約も一緒にそのリース会社を経由してメンテナンス契約されてると

思います。そうすると、あとリースアップをすると、これは所有権が今リース会社のものが清須

市に移ると。移った後、そのメンテ契約をまた続けるのか、メンテ部隊を清須市でつくるのか、

どうやって維持していくのか。 

 あと新設のものとどういうふうに仕分けをして、街路灯を安心で安全な形でどのように維持し

ていくかというプラン、そろそろ出てきてもいいかなと思うところなんですけども、そういった

今後の街路灯維持に関する計画とか予定とか方針とか指針とか、もしあれば教えてください。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 今の街路灯のリースの件につきましては、平成２９年３月１日から令和９年２月２８日までの

１０年間となっております。 

 リース期間の終了後は、ＬＥＤの灯具は市へ譲渡されますので、市の管理物として管理をして

いきます。今の１０年以降、いろいろ故障等出てくると思っておりますので、今のところリース

の会社のところで修繕をしていくのか、御地元で今、修繕していただいてる電気業者さんござい

ますので、そちらでいくのかそこはまだこれから検討していくところでございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 これＬＥＤの電灯のところで、部品の調達が結構、時間がかかって消えた状態が長く続いてし

まうと。なかなか切れないんですけど、ＬＥＤは。でも一旦切れてしまうと、そういったことが

起きてしまうというケースをちょっと幾つかお聞きしているんですね。 

 そういったちょっとどっちかというと専門な分野のものをその後のメンテとかを市のほうで直

接、受けてやるよりも、どこかにお渡しして地元業者さんと一緒になってやられていったほうが

いいのかなということだけちょっと提案をして質問を終わります。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 このページ、ほかによろしいでしょうか。 
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 松川委員。 

松川 秀康委員 

 道路改良費、２７１ページの公有財産購入費、道路用地購入、これって何㎡分の価格でしょう

か。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 こちらは３筆で１８２．３９㎡でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 ありがとうございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 いいですか。このページ。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 ちょっとこのページ、結構、盛りだくさんあるので。 

 まず、空き家のことをちょっと教えてください。補助件数９戸、これは多分、予算としては１

０戸取ってあったのかな。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員、今、８４、８５ページですけど。 

飛永 勝次委員 

 すみません、１ページ飛びました。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 いいですか、このページは。 

飛永 勝次委員 

 はい。大丈夫です。すみません。 
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建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 では次、８６、８７ページ。 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 松川です。 

 橋梁維持費で新川小橋の右岸橋脚３千３００万円、これはどのような内容でしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 こちら令和４年度につきましては、右岸側の橋脚を施工いたしました。 

 工事内容としましては橋の橋脚に補強鉄筋を巻き立てましてコンクリートを吹きつけて補強す

るという工事になります。 

 どうしても繰越しが発生しましたので、前払い金の部分だけお支払いをしております。 

 以上になります。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 齊藤副委員長。 

齊藤 紗綾香副委員長 

 齊藤です。 

 都市緑化維持費です。青いほうで２８１ページです。 

 その中の市民参加緑づくり事業、令和４年は清洲中学校の花壇の整備とのことですけど、これ

って対象を決めるのはどのように決めていってるのかなということを教えてください。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課の鈴木です。 

 市民参加の緑づくり事業につきましては、条件が、対象の事業が参加者が５０人以上で植栽で

すとかビオトープを作るなどというようなことを実施するというものでございます。 

 今、委員おっしゃいましたように、今まででは、今、小学校とか中学校ですね、そういったと

ころ毎年、花壇のないところを緑化という目的で花壇を整備したりというようなことを生徒さん
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たちと一緒にやったりということをやっております。 

 今後、学校を今やっておりますが、学校以外でも企業などの５０人以上で実施していただける

民間の団体さんであればやっていただけるので、そういったところにも広く話をしていきたいな

というふうには考えております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 齊藤副委員長。 

齊藤 紗綾香副委員長 

 齊藤です。 

 事業後とか事業報告とかも要ると思うんですけど、その事業終了後というのは職員さんは定期

的に見に行ってるのか、終わったらもうそれで終わりなのか、どのように管理されているのかな

というところを教えてください。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 当該年度に事業を実施いたしまして、その後、複数年、県からのフォローアップも来ますので、

単年で終わるということはなくて、市のほうも年度のどこか途中で、年度が変わってどうなって

るかというのは見せていただいたりはしております。 

 なので事業としましても単年で枯れてしまうような花とかそういったものは植えることはしな

いような形でやっておりまして、市のほうも維持管理ができているかというのは確認しておりま

す。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 齊藤副委員長。 

齊藤 紗綾香副委員長 

 分かりました、ありがとうございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 
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 飛永です。 

 さっきの空き家のところをちょっと教えてください。主要施策が２７８ページでございます。 

 補助内容が９件で、事業成果としては、危険性を有した空き家などを解体すると。平時からの

安全確保ということになっております。 

 現在、多分、空家がどういう状況かというのは多分お調べになってると思うんですけども、市

内の空家の状況とか、あと不良空家がどれぐらいあって、どんな対策を打ってるかということを

ちょっと簡単に教えていただけますか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課の鈴木です。 

 現在、空家のほうの、市のほうで令和５年４月１時点で把握している空家の件数というのは２

０４件ございます。 

 これは定期的にちょっと増えたり減ったりしてるんですけども、件数としてはそういった状況

でございまして、そちらについて今年度も特定空家の協議会も開催しまして、そのうちの複数件

を対象として協議を諮りまして、解消に向けた対応というのはやっているという状況でございま

す。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 これは清須市は的確に対応できていらっしゃる部分と、なかなか所有者の方が御理解いただけ

なくて、去年かおととしか事故があったりとかしましたけれども、安全確保に向けてしっかり進

めていただきたいのが１つ。 

 もう一件ちょっと確認なんですが、補助条件が４項目ありますけれども、イの木造であること

ということの根拠だけちょっと教えてください。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 
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 昭和５６年以前の建物というのが旧の建築基準法の耐震性を有してないものがかなり市内にも

たくさんございますので、そういったものを解消することがまずもう防災上、一番大事だという

ことで、ほとんど鉄骨造というものが少ないのと、あとはなかなか耐震性を測りづらいというの

もあるので、今、件数がかなりあります木造のほうを重点的に解消していくというふうにやって

いるところでございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 これまで空家というのは全国的に問題になっていて、東京でも足立区なんかは特に大変で延焼

の被害も出ないようにということで積極的にやってるところでもあります。 

 実は、これちょっと頂いたお話で、鉄骨の方が遠方で、もう住まないお家を壊して処分、処分

というか壊したいというときに、補助費が出ないもんだからということがあったんですね。鉄骨

造って、結構、何かな、商売屋さん、商売屋さんと言い方はしたらいかんですね。御商売なされ

ている方が２階が御自宅だったりとか裏が御自宅だったりとかすると、結構こういうケースがあ

るそうです。鉄骨造というのは。 

 そうなると、補助金が出ないから壊さないのかという話もちょっとおかしな話はおかしな話だ

と思うんですが、お住まいとして鉄骨のお家があった場合にということも、多分、市内でも今、

数件あると言われましたけれども、逆にできないからということで不良住宅になってしまうとい

うケースがどうもあるような話をちょっと聞いております。 

 その方の場合は、境界の確定もしてなくて、地積測量もしてなくてということなので、その管

理の状況はどうなんだという話になっちゃうんですけども、どっちにしてもそのもう住まないか

ら壊したいということに関して、ほかのお住まいは壊すのに補助金が出てるんだけども、鉄骨な

ら出ないということがありましたと。 

 なのでちょっと今後、その空家の対策の１つとして何か検討材料にしていただければと思いま

すので、また御検討よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松川委員。 
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松川 秀康委員 

 雨水貯留施設、２７５ページの電気料金１５６万円です。 

 これは何に使用している金額でしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 当局、答弁。 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 こちらは市内１０か所、雨水貯留施設がございまして、こちらの維持管理、清掃とか保守の点

検業務を行っております。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 これは電気代ではないということですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 すみません、電気代でございます。すみません。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松川委員。 

松川 秀康委員 

 その電気代が何の電気でしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 すみません。こちらはたまった水を出すためのポンプの電気代でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松川委員。 

松川 秀康委員 
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 実際、ポンプの稼働というのは結構あるんでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 水が入ってくるところと入ってこないところがどうしてもございます。 

 例えば、ＪＲの枇杷島の駅の東口の地下に調整池がございますので、こういったところはどう

しても強制的にポンプで排水をしないといけないものですので、そういったところが年にやはり

どうしても取水期のときですと、４回とか５回とか入ってくることが最近、多くなってきました

ので、それに伴ってどうしても電気が必要になってくるということです。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 都市計画事務費、主要施策概要の２７６ページでございます。 

 事業内容としては１としては防災のまちづくり、２としては今後予想されるリニア中央新幹線

云々とございます。これをつくりましたと。公開型ＧＩＳサービスを導入。ちょっと理解ができ

ませんね。 

 これちょっと僕、１つお聞きしたいのが、都市計画って必ず数年前にマスタープランを変えま

したね。変更なりましたね。４町合併したときに、各町の都市計画をくっつけただけだったもの

を、市全体で見たときにこうですよという、南と北に大きく分けて、駅が１１ある中の利便性も

さらにということと安心安全というテーマで、マスタープランががらっと変わってきたのかなと。

都市部の部分とそうでない部分をしっかり明確にしっかり区分をしてそれぞれの問題課題をとい

う話だったと思うんです。 

 この（２）の１行目にリニア中央新幹線の整備やってリニアインパクトと、このマスタープラ

ンをつくっていたときも、リニアインパクトをどう生かすかとか、こう生かすかとか、その機を

うまく生かしてという言葉が何回か踊っとったと思うんですけども、清須市が考えるリニアイン

パクトって具体的にどういうことなのか、お答えできる範囲で、お願いできますか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 
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 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 おっしゃるとおり「リニアインパクト」という言葉が、都市マスにもうたってあったりするん

ですけど、本市におけるリニアインパクトといいますと、やはり御承知のとおり２０２７年に東

京～名古屋間のリニアが開通して、それが４０分で移動ができるようになり、名古屋駅から清須

市ですね、そういうところは非常に隣接する地域でもございますので、具体的に申しますと、例

えば、今、事業で動かしているものといいますと、ＪＲの清洲駅ですね、こちら区画整理を行っ

て、商業・企業・住居等々の整備が見込まれるというところで、御存知のとおり名古屋駅からＪ

Ｒ２駅で８分で駅に着きますので、本当に東京が１時間圏内になるという地域的なポテンシャル

というのがあるかと思います。 

 あと同時に今、進めておりますＪＲ枇杷島駅におきましても、今、用途地域の変更を検討して

おります。昨年度から２年間、今年度で実施をしております。また、皆様に近々、御報告する予

定でしたが、地元の説明会も行いまして具体的にＪＲ枇杷島駅の東口の用途をもうちょっと高度

利用できるような、今あまりスーパーとかマンションとかはあるんですけど、なかなか高度利用

がされてなくて、名古屋から１駅にもかかわらず、ちょっと寂しい感じがするので、そこもリニ

アインパクトを見据えて地域ポテンシャルを発揮できる場所かなと思います。 

 あともう一点が、春日２地区の市街化編入を将来を見据えて、舟付とか長久寺、あの辺をやっ

てると思うんですけども、あの辺りも工業化というところで企業誘致。あれも当然、リニアを見

据えての事業にもなってまいりますので、そのあたりが具体的な市の施策という形になるかと思

います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 リニアです、鉄道ですのでね、４０分で東京から来れるということ。これは来てくれるという

ことよりも、実は吸い上げられるということが心配されてるんです一番、実は。持ってかれちゃ

うと、東京に。４０分で行けるので。 

 そういう話が出ているので、しっかりそこら辺バランスを取りながらやっていただけたらなと

思うことと、特にここら辺はもう御存知と思いますけども、交通の利便性が非常に高くて物流拠
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点も今どんどんできていて、東京の関東エリアのほうはインターネットの販売をしてるものが増

えたことで、厚木辺りに物すごいたくさんできてるんですね、大規模な倉庫が。多分、オートメ

ーションだと思います。そういったものを誘致しようという話も出てますね、ここら辺でも。 

 なので、こういったいわゆる車で運送できる、移動することと、リニアの人が来ることと、今

おっしゃられた駅前ですよね、というところをうまくきちんとマッチングさせていただけるとい

いのかなと。 

 特に、ここら辺のエリアはもともと交通の要所ですし、もともと企業さんも多いですし、もと

もと物流の拠点ですので、この宅地の開発に当たって無理、無理、宅地を造るんじゃなくて、や

はりそういったものが、働くところがあって初めてそこに住んでもらえるということを、多分、

課もまたいでくると思うんですけども、そういったことをしっかりやっていただきたいなという

ことだけ要望して終わっておきます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 このページはいいですか。 

 松岡委員。 

松岡 繁知委員 

 松岡です。 

 河川費の中にあります五条川ふるさとの川管理費７３５万円なんですけど、青い本でいうと２

７４ページになります。 

 その中で、まずこの管理したという五条川のエリア、あとは実施された月というんですか、ど

のような計画でやられたのかという。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 こちらは五条川の清洲城周辺の両岸を管理しております。 

 内容といたしましては、除草・芝刈りが年２回、２千３１２㎡、あと低木の剪定、中木の剪定

が年１回、こちらは３７７㎡と中木が１５本でございます。あと低木の防除ということで年４回、

こちらは３７７㎡実施をいたしました。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 
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 松岡委員。 

松岡 繁知委員 

 ありがとうございます。今、委託料の中の緑地管理業務という部分が今の低木の管理というも

のが含まれるということですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 はい、委員のおっしゃるとおりです。 

 堤防の草刈り業務、こちらは年２回、道路ののり肩のところが１．５ｍを８千１４５㎡、こち

らは県と合わせて施工していただいている状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 松岡委員。 

松岡 繁知委員 

 はい、ありがとうございます。今、言われたとおり清洲城周辺の維持管理の向上というか、良

好な景観を維持するということなんですけど、まだまだちょっとその清洲城周辺、せっかく清洲

城があるものに対して、なかなかその来られた方が河川がもう少し景観が維持されていればなと

いう声を聞きますので、そこも踏まえて今後とも取組をお願いしたいと思います。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 区画整理全般のことでちょっとお聞きをしておきたいと思います。大体の主要政策でいくと２

８２ページから２８７ページにずっと出ております。 

 まちづくりは大きなお金が動きますし、大きな起債も発生をします。ちょっとこれは新聞発表

でいろいろあったりとか、ある自治体においてはこういったことをやると、ひもがついた事業が

市の財政を少しずつ圧迫してくるというような話もあったりとか、それによって財調基金を使っ

て市民サービスを進めていく結果、数年後にはその貯金が枯渇するとかですね、そういった状況

も起きています。 
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 これは今回の議会で発表があった財政力指数とか、そういったことが表現されてこない部分の

ことだなあと思って、ちょっと見ておりました。我が市も名古屋市に隣接したベッドタウンとい

う位置づけの中で、大きな事業が進んでおります。 

 また、これプラスアルファ１番の東部の開発も入ってくる、宅地の供給が進んでいくという中

で、五条川の堤防沿いで春日のあそこ、なんていうかな、青山製作所の隣のところのトヨタホー

ムが５０区画か６０区画かやったところがほぼほぼ３分の１ぐらいまだ売り切れてないという状

況と、戸建ての販売もしくは戸建て用の用地の取得が去年の秋ぐらいからガタッと落ちていると

いう話を聞いています。 

 ベッドタウンとして宅地を開発していくと、それは理屈として合うと思うんですが、名古屋に

隣接している市町はどこも同じことを考えていて、ちょうどこっちの反対側にある自治体、名古

屋が中心ですね。ここまた東側にくっついてる自治体さんは、山丸ごといまだにまだ売れ残って

ます。この中で区画整理をやっていこうということですよね、清須市は。供給していこうと。 

 宅地の供給ばかりだと、これ、保留地を販売して、各区画整理事業というのはこの工事費に充

てると思います。９月からＪＲの清洲駅前が保留地販売開始になりましたよね。まずこれちょっ

と坪単価どれぐらいでということと、あと、引き合いがどれぐらい来てるかということが大体、

分かりますか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課の鈴木です。 

 坪単価におきましては、今回は５筆、売出しをしておりまして、例えば、坪単価でいいますと

安いもので５３万５千円、高いもので６０万８千円、坪単価ですね。というところで今、入札と

いう形で販売を、入札を行ってる状況でございます。 

 ちょっとまだ状況は詳しくは言えないんですけども、結構、反響はありまして、あと、この５

筆以外にも当然、地区内に対して、企業さんとかお店のほうからもちょっと興味を持っていただ

いてお問合せはいただいてはおりますので、先ほども申しましたように駅前の地域的なポテンシ

ャルというのはあるというふうに考えております。 

 ただ一方で、おっしゃるとおり売れ残ってというのは事業が成り立たないというのがあります

ので、まず今回、初めての保留地販売ですね、これの反響というのは私らも注視しているような
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状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 ものすごい高いですね。本当に去年の秋ぐらいから売れてないんですよ、宅地は。これ５筆あ

ると言いましたけど、これって１筆当たりどれぐらいですか、土地の大きさ。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 小さいものでいきますと約２４．５６坪という小さいものもあります。大きいものですと５０．

１３坪というものもございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 ２４、これひと昔前だと住宅金融公庫借りれんね。１００㎡ないと駄目だもんね、土地が。ま

あまあ、いろいろなお考えがあってやられてることなのであれなんですけど、これ、一つ一つの

ことを聞いてると切りがないのでやめておきます。 

 これ、売却をして、このお金で区画整理事業の工事費に充てるわけですね。保留地の売却で。

それと、あとは工事費の財源としては、減歩した分の精算金を加盟の組合の組合員さんから頂い

て、それを工事に充てるという大きく２つが財源になってると思うんです。精算金に関してはそ

の単価計算というのは多分もう決まってると思うのでそれはそれでいいと思うんですけども。 

 これ保留地の売買というのは、これ、例えば６０万８千円で売りますといった計算で工事費が

計算されとるのか、いやこれ多分ちょっと指値が入って、よう行っても５５ぐらいじゃないのと

かって、こういうさじ加減ってどこかでしてあるんですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 
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 単価につきましては、地域の路線価とかそういったものを鑑みて当然、出していく形にはなる

んですけども、金額につきまして、私ども正直ちょっと、この金額かなり高いのかなというのも

あって他の駅周辺で民間の方が出してる物件なんかも、チラシなんかもありますし、そういった

ものでも調査もしておるんですけども、委員おっしゃるように今は、今だけいいという考えもあ

るかもしれないと。これからちょっと先はというのはあるんですけど、今時点で昨年度とかで出

てるものでもですね、この辺りでも５０万円を超えとるところもあったりして、ちょっと名古屋

市内のところと同じに近くて大丈夫かなというところも、現場へ行くともう売れて建物が建ち始

めてたりとかですね、そういったものも見ております。実際に今保留地販売も始まって、ちゃん

と問合せも、その反響もあるというところは確認しておりますので、極端に高くて、現実的では

ないというようなことではないのかなというふうには、今は認識しております。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 ごめんなさい、高いよ。 

 だから高いから反響があるんじゃないの。何でこんな高いんですかと。 

 ごめんなさい、話して行くともう切りがないのでやめておきますけど、工事費をこれで賄うと

いうことであれば、これ例えば、予定している金、例えばもう今年度出ていっても平均取ったら

幾らって多分あると思うんですよね。 

 それがショートした場合は、工事費、これはどうやってその工事費って充てがうんですか。ど

うやって調達されてるんでしょうか。それをちょっと教えてください。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 組合の運営につきましても御承知のとおり保留地の販売ですとかそういったものと、あと市か

らの補助というか、要綱に基づいたもの、当然、国県の補助金も入ったもので組合というのはや

っておりますので、そこの辺りのバランスといいますか、そこで補って事業を進めていくという

のが原則ですので、基本的には市の単費というかそういったものが出てくのが最小限というか、

のほうが当然いいに決まっております。当然、組合として保留地販売で事業が回っていくってこ

とがまず第一というふうに考えております。 
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 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 これは補助金ありきでやってる事業ですので、今、国県の支出がありますと。これざっと見る

と、決算書を見ると、大体、総事業費の２５％ぐらいが入ってる。この２５％の補助金の中に市

が出す補助金も入ってるんですか。 

 これ内訳って分かりますか、国と県と市。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 市としましては、まず区画整理組合の区域内に道路事業、都市計画道路の整備と、あと区画整

理の事業ということで、道路事業につきましては旧地域活力基盤創造交付金という交付金があり

まして、それが補助が国のほうが２分の１、県が４分の１、市が４分の１という負担割合で補助

を行っております。 

 一方、先ほども話しました土地区画整理事業のほうで都市再生区画整理事業というものがござ

います。こちらにつきましては国費が３分の１入ります。以上が、国県の割合になります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 じゃあ道路は４分の１持ち出しで、基盤整備は３分の２が持ち出しということかな。そういう

感じでいいんですかね。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 はい、そのとおりでございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 
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飛永 勝次委員 

 大きなお金を動かしてまちづくりをしているところで、今申し上げたように、市内で６０区画

も造ったところがもう売れなくなっている。三好とか。言っちゃったな。あっちのほう、名古屋

さんの向こうのほうでも、売れなくて一括で上場しているハウスメーカーさんが買い上げて再販

するという形もありますし、春日もたしかセキスイが１回、買い上げましたよね、ガバッと。 

 なので、これからの宅地供給していっても宅地を必要とする人が、空地、空家が出るぐらいな

ので、慎重な運営とバランスのいい組み立て方、あと、まさにリニアインパクトと言うのであれ

ば、例えば、ＪＲ清洲駅前ですと、周辺の住民の方が使い良いものでないとリニアインパクトっ

て効果的でないと思うんです。 

 そうすると、地元でお話がよく出ている東西通路の話とかね、そういったことでもっと利用価

値を上げるとかいうことを具体的にやはり絵に描いて伝えていかないと、動いてるお金がお金だ

けにね、プラスアルファ地方債もこれ発行してるわけでしょ。 

 地方債って、支払いは清須市民ですね、全部。これを見ると、例えば、清洲駅前のときに、令

和４年度、７千８００万円発行していて、新清洲駅まで１億２千１００万円、これ合わせるだけ

でもどうですか、２億円近くの地方債を発行して、何年払いか分からんですけども、払ってると

思うんですね、市民で。後から払っていくわけですね。 

 そこに住んでもらった人の固定資産とか市税が上がってというもくろみがあるんでしょうけど

も、全体感としてそういうのがない中で、リニアインパクトとか言われるのであればね、もうち

ょっと前のめりでいろいろな調査研究をもっと進めていただいて、もっと発表していただいたり

とか、そういうことを市民の耳に届くような形でやっていただかないと、市民が負担するわけで

すから、最終的には。 

 なので、というようなちょっと心配をしております。売れ残ってる現場とか見てますし、ビル

ダーさんが仕入れなくなってきてるので、土地を、今ね。 

 多分、この高い値段も不動産鑑定にかけると、当然、取引実績でやるので、そうすると、去年

の秋よりも高かった時分の金額が基になってると思うんです。不動産鑑定の手法としてはそうな

っちゃうので、どうしても。土地がインフレになってるときに出しちゃえば、土地がデフレにな

ったときは損が出ますからね、これ。そういうことをちょっとよく見ていただきながらと思いま

すので。 

 地方債がどんどん発行が増えてくると、今、うちは財政が非常に皆さん、本当に知恵を絞って
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くださってバランスよく進めていただいてるのでいいんですけども、これ、公債比率というのは

どうしても増えちゃうと思うんです。これ前に服部さんにもお聞きしましたけども、現在、発行

起債はできるけれども、将来的にこの公債費でどれぐらいまで膨らむとか、セーフティー範囲内

だとか、経常収支比率も９割超えたり超えなかったりというところにある中でバランス取ってや

ってると思うんですが、ちょっとそこら辺のことは何かコメント、財政課の課長さんからいただ

ければ。 

 公債費が増えていく中で、財政運営にどういったことが注力が必要だということがもしあれば。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 服部財政課長。 

財政課長（服部 浩之君） 

 委員おっしゃるように近年の大型建設事業の実施などにより、市債残高は増加しております。 

 しかしながら、現状、このうちの９割は合併特例債、それから臨時財政対策債といった交付税

措置の高い起債となっておりまして、実質的に市が負担する額というのは少なくなっております。 

 ただし、指標には表れないところではありますが、財政負担は大きくなってきますので、以前

にもお話ししましたように、財政課におきましては、予算編成に先立ちまして予定する建設事業

等の経費に係る市債発行見込み額からシミュレーションを行っておりまして、将来の公債負担を

把握した上で、適正な起債発行に努めているところです。今後もこのように続けていきたいと考

えております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 ありがとうございます。今投資してることが、皆さんのもくろみの何倍もの効果になって返っ

てくることを期待して、質問を終わります。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ここで１０時５５分まで休憩を取りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

（ 時に午前１０時３９分 休憩 ） 

（ 時に午前１０時５５分 再開 ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 
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 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 ここで、村瀬課長より発言を求められておりますので、許可いたします。 

 村瀬課長。 

土木課長（村瀬 巧君） 

 土木課の村瀬です。 

 先ほど、街路灯の電気代のところでお答えできなかったのでお答えさせていただきます。 

 昨年度と比較をいたしまして約５８０万円の増加となっております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 では、８６、８７ページはよかったでしょうか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 では次、行きます。８８、８９ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ９０、９１ページ。 

 天野委員。 

天野 武藏委員 

 天野です。 

 この都市公園の件で、都市公園は清須市に６３か所あるということなんですが、大きな災害が

起きたときに第一の避難所になってるかと思うんですが、これ６３か所全部そうかな。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課長の鈴木です。 

 避難所ではなくて一時避難場所のような形になっているところはありますが、ちょっと公園が

全てなってるか、ちょっと防災のほうのマップで確認しないと分からないんですけど、ちょっと

確認いたします。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 
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 天野委員。 

天野 武藏委員 

 危機管理のほうかなとは思うんだけど、要するに以前、質問したのに、あそこに案内看板が立

ってないんだよね。そうすると地元の人がそこにおっていいのかどうかっていうのが分からなく

なるから、今、都市公園の管轄ではないかもしれないけどが、そういうことがあるから、一遍、

危機管理のほうに自分も話、行ってきますわ。調べてみます。はい。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 では、９０、９１ページ、よかったですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 では最後、９２、９３ページ。 

 齊藤副委員長。 

齊藤 紗綾香副委員長 

 齊藤です。 

 庄内川水防センター費です。 

 青いほうで３０６ページ、防火管理者講習負担金、これはどなたが受講されているのか教えて

ください。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 都市計画課の鈴木です。 

 こちらの防火管理者につきましては、特段、役職で決まってるものではないので、課長であれ

担当職員であれ、受講することは可能ですので、この管理者を置かなければいけないので、今年

も主査とかそういったクラスの職員を出席させる予定でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 齊藤副委員長。 

齊藤 紗綾香副委員長 

 齊藤です。 
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 在中している方じゃなくても大丈夫ということですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 在中している必要はございません。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 齊藤副委員長。 

齊藤 紗綾香副委員長 

 緊急のときにはじゃあ何だろう。そちらに直ちに向かうという感じで。管理していれば、その

状況を把握していればいいという状況ですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 そうですね、定期的に施設の点検ということは当然する必要がございますし、現実にはその管

理者として名前を上げたもの以外の者、課の職員全員が週に何回も施設に行っておりますので、

そういったところでの管理をやっているというのは現実でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 齊藤副委員長。 

齊藤 紗綾香副委員長 

 齊藤です。 

 避難状況というのは、やはり今、伺っても、また分からない感じですかね。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木 雅貴君） 

 すみません、この施設が避難所にはなっておりませんので、防災拠点としての位置づけはあっ

てですね、防災備品とか、その辺、御存じだと思うんですけど、隣に国交省の建物もあって災害

車両も保管してるというようなことはあるんですが、ちょっとすみません、防災上の話について
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は、こちらがそれ以上はちょっと管理はしてないというとこです。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 齊藤副委員長。 

齊藤 紗綾香副委員長 

 はい、分かりました。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 このページ、よろしいでしょうか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ではこれで、質疑を終了させていただきます。 

 次に、認定第５号 令和４年度清須市水道事業決算認定について、説明をお願いいたします。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 上下水道課の伊藤でございます。 

 認定第５号 令和４年度清須市水道事業決算認定について、御説明いたします。 

 別冊の令和４年度清須市水道事業決算書、清須市下水道事業決算書の１３ページをお開きくだ

さい。 

 はじめに、収益収入及び支出に関連します財務諸表、令和４年度清須市水道事業損益計算書に

ついて御説明いたします。 

 １、営業収益１億７千８７４万４千４４２円、（１）給水収益から（３）その他営業収益まで

でございます。主なものは、水道料金収入でございます。 

 ２、営業費用１億８千２５３万８千６４円、（１）原水及び浄水費から（７）資産減耗費まで

でございます。主なものは、県水の受水費、排水設備の維持管理に伴う保守点検費、動力費及び

職員の人件費などでございます。１、営業収益から２の営業費用を差し引いた３７９万３千６２

２円が営業損失となります。 

 ３、営業外収益２千８３９万１千９０３円、（１）受取利息及び配当金から（４）雑収益まで

でございます。 

 ４、営業外費用３８５万６千９８０円、（１）支払利息と（２）の雑支出でございます。３の
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営業外収益から４の営業外費用を差し引いた２千４５３万４千９２３円と、先ほどの営業損失を

合わせた２千７４万１千３０１円が経常利益となります。 

 ５、特別利益４万４千１１９円、過年度損益修正益でございます。 

 ６、特別損失１５万１千３８９円、こちらは過年度損益修正損でございます。５の特別利益か

ら６の特別損失を差し引いたマイナス１０万７千２７０円と、経常利益を合わせた２千６３万４

千３１円が当年度の純利益となります。当年度純利益に、前年度繰越利益剰余金２千５０８万３

千５１９円と、その他未処分利益剰余金変動額２８９万６千５５９円を合わせた４千８６１万４

千１０９円が当年度未処分利益剰余金となります。 

 １枚はねていただきまして、１４、１５ページを御覧ください。 

 令和４年度清須市水道事業剰余金計算書でございます。 

 左側、資本金の欄中段を御覧ください。 

 前年度処分後残高は９億２千５４８万９千５６円、当年度変動額１億円、当年度末残高１０億

２千５４８万９千５６円。 

 資本剰余金合計の欄中段を御覧ください。 

 前年度未処分後残高９千８４０万３千８１９円。当年度変動額０円、当年度末残高９千８４０

万３千８１９円でございます。 

 利益剰余金合計の欄中段を御覧ください。 

 前年度処分後残高５千５２２万６千７３５円、当年度変動額２千６３万４千３１円、当年度末

残高は７千５８６万７６６円でございます。 

 資本合計の欄中段を御覧ください。 

 資本剰余金合計、利益剰余金合計を合わせた額が資本合計となります。前年度処分後残高は１

０億７千９１１万９千６１０円、当年度変動額１億２千６３万４千３１円、当年度末残高は１１

億９千９７５万３千６４１円となります。 

 １枚はねていただきまして、１６、１７ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出に関連します財務諸表、令和４年度清須市水道事業貸借対照表について御

説明いたします。 

 左のページを御覧ください。 

 資産の部でございます。 

 １、固定資産（１）有形固定資産１７億９千６１０万３千９００円、イの土地からトの建設仮
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勘定まででございます。（２）無形固定資産２千９９６万４千７５０円、イの電話加入権からハ

のリース資産まででございます。固定資産合計は１８億２千６０６万８千６５０円となります。 

 ２、流動資産、流動資産合計１億８千８３５万５千７５０円、（１）現金預金から（３）の貯

蔵品まででございます。 

 １の固定資産合計と２の流動資産合計を合わせた２０億１千４４２万４千４００円が資産合計

となります。 

 右のページを御覧ください。 

 負債の部になります。 

 ３、固定負債、固定負債合計は５千２１万６千６１１円、（１）企業債と（２）のリース債務

でございます。 

 ４、流動負債、流動負債合計は１億１２５万４千９９６円、（１）企業債から（６）の引当金

まででございます。 

 ５、繰延収益、繰延収益合計６億６千３１９万９千１５２円、長期前受金から収益化累計額を

差し引いた額でございます。 

 ３、固定負債合計、４、流動負債合計、５、繰延収益合計を合わせた８億１千４６７万７５９

円が負債合計となります。 

 その下、資本の部でございます。 

 ６、資本金１０億２千５４８万９千５６円。 

 ７、剰余金、（１）資本剰余金９千８４０万３千８１９円、イ他会計補助金でございます。

（２）利益剰余金７千５８６万７６６円、イ建設改良積立金とロの当年度未処分利益剰余金でご

ざいます。（１）資本剰余金と（２）の利益剰余金を合わせた１億７千４２６万４千５８５円が

剰余金合計となります。 

 ６の資本金と７の剰余金を合わせた１１億９千９７５万３千６４１円が資本合計となります。

先ほどの負債合計と資本合計を合わせた２０億１千４４２万４千４００円が、負債資本合計とな

ります。 

 説明は、以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ありがとうございました。それでは質疑に入ります。 

 質疑のある方の挙手を求めます。 
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 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 意見書をちょっと読ませてもらいますと、収益的収入に関しては非常に優秀な状況であると書

いてあります。 

 ただ、資本的収入・支出のとこでちょっと教えてほしいんですけど、これ今年度の８ページ、

９ページを見ると、決算額のところで、まず、資本的収入が工事負担金で予定してた５千６００

万円が１千万円になってるんですが、これはどのような理由から１千万円になったんですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 こちらは配水管が入ってないところの工事費を予定しておりましたけれども、工事自体が翌年

度から承認工事という形態を取らせていただきまして、工事業者さんが自前で積算をして工事を

行っていただくという方法も取っておりまして、そういった形が普及しておりまして、市のほう

でお金を出す必要がなくなったと、市のほうでお金を積算することがなく、入ってくるお金がな

くなったということになります。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 分かりました。 

 あとですね、ここのページの欄外のところに、不足する額１千何がしのお金を補塡しましたと、

欄外のところに書いてありますけども、ここについてちょっと詳しく御説明いただけますか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 資本的支出・収入に比べて高くなっております。こちらの費用につきましては、不足する額、

下に書いてあるとおり、地方公営企業法の規定に基づきまして、不足する額を補塡財源から補塡

することができるということで、令和４年度につきましては、書いてあるとおり、当年度分消費
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税及び地方消費税資本収支調整額７６３万６９７円、建設改良費積立金２８９万６千５５９円と

いう形で、こちらのほうから足りない分を補塡しているということでございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 補塡することができるというこの財源があってということなんですけども、この２つの積立金

と消費税云々、調整額とあるんですけども、これはそれぞれに原資は何なんですか。 

 この調整額に充てたお金の原資、お金に色ついてないので分からんですけど、原資は何ですか。 

 あと積立金と、積み立ててるんですけど、これ原資は何ですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 建設改良積立金につきましては、あくまでも利益剰余金のほうから毎年、積み立てしとったお

金を取り崩している状況でございます。 

 消費税及び地方消費税の資本的収支調整額につきましては、あくまで消費税の支払い等の関係

で余ったお金とかを使わせていただいてる形になります。 

 あとですね、減価償却費とかございますけれども、こちらのほうにつきましては、現金支出を

伴わない支出という形になりますので、そちらのほうの費用が発生したということで、その分の

費用を補塡してるということで、そちらの分は今回は使っておりませんけれども、その分のお金

も蓄えてるという形になります。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 よく分かりました。蓄えていらっしゃるものから営業収益がいい分だけ、よかったときのやつ

を剰余金として、営業収益が出るだけじゃなくて資本的収入・支出のときのよかった分を取って

おいたやつを充てているという理解でいいのかな。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 
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 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 はい、そのとおりでございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 であればですね、これ令和４年度の他会計出資金１億円、これは何で他会計出資金１億円必要

だったんですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 こちらにつきましては、配水管の耐震化工事を実施しておりまして、そちらのほうの工事費が

物価高騰とかの影響もありまして、年々高くなっておりまして、当初、予定しておった金額では

到底、賄えなくなってしまいまして、今の状況で進めていくと、当然、現金が業者さんに支払え

なくなりますので、現金が枯渇する状況になってきてしまったということで、今回、一般会計の

ほうから１億円を頂いてるということになります。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 ということは、ちょっと厳しい見方をすると、単独事業でその設備の維持管理ができないとい

うことですよね。 

 これ、単独の事業で、この水道事業体の中で必要な固定資産の維持ができないということです

よね。他会計からお金もらわなあかんということは。 

 そういう理解でいいですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 今回につきましては、これ以上、物価高騰の影響で事業を進めていくと現金がなくなってしま
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うということで、その現金の補塡というか原資を確保するために頂いておるものでございまして、

あとはそうですね、中の事業費のほうのやりくりをして何とかやっていくという形で考えており

ます。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 意見書の５３ページのところの後ろのほうに書いてあるんですけども、耐震化への対応等、多

額の費用が今後、必要ですと。なのでそういうお答えをされたということなんでしょうけども、

これは旧春日町エリアの水道事業ですよね、これね。 

 旧春日町エリアというのは、結構、開発をどんどん進めていっている状況で、水道事業も配管

工事が、配管が延長距離が伸びていって供給量も増えるということが見込まれとるとは思うんで

すけども、それを支える設備が老朽化していってる、耐震化ができない、まだこれからやんなき

ゃいけないという支出があるということに対して、ここにある意見書のとおりだと思うんですけ

ども、課長さんとしてはどんなふうに思ってらっしゃるのかなと思って。やりくりが大変だと思

うんですが。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 水道事業につきましては、起債等をお借りして事業を進めるという方法とかもございますけれ

ども、春日地区に関しましては、大前提が名古屋市上下水道局への移管という形があります。こ

ちらのほうを県のほうと協議を当然、毎年やってるんですけれども、その前提となる国のフルプ

ランという計画がございまして、こちらのほうがもう近々、春日が関連します木曽川水系ですか

ね、こちらのほうの改定が入ってくるということのお話は随分、前からいただいてるんですけど

も、なかなかちょっとそれが進んでない状況でございまして、その状況を見ながら進めていくほ

かないかなと思いまして、そちらのほうの情報収集に努めておる状況でございます。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 
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飛永 勝次委員 

 よく分かりました。タイミングを見計らいながら、でも、設備、給水施設のどこかちょっと壊

れちゃって、そっちを先に直しますという話もありましたね、この間。 

 ありましたよね。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 はい、配水場の中のポンプがちょっと故障したりしましたので、そちらのほうにお金をかけて

修繕している状況もございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 農地の宅地化とか、都市計画が変更になることでの企業の誘致ですとか、そういったことで水

道需用も増えていっていくであろうと。 

 実は、愛知県内でとある自治体で、分譲マンションが駅前に何戸かな、２００戸か３００戸く

らいの分譲マンションがぼんとできたときに、地域の水圧が下がって水道から水が出なくなった

という話があったんですよ。 

 そういうことだけはないようにと思っておるんです。多分、それくらいのことは計算してやる

んだろうと思うんですけども、たくさん使ってもらえばいいんだけども、圧が下がっちゃうとな

ると、もう元の施設設備の問題になってくると思うので、こういったことをバランスを見ながら、

大変でしょうけど、また、名古屋市のこととか国のこととかというのを見ながらなので。出資し

て投資していくタイミングも見計らうのも大変だと思いますけども、引き続き、安定供給のため

に御尽力いただきますことをお願いしまして、質問を終わります。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 あと、よろしいでしょうか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ないようですので、これで質疑を終了し、認定第５号 令和４年度清須市水道事業決算認定に
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ついての採決を行います。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 全員賛成でございます。 

 よって、認定第５号 令和４年度清須市水道事業決算認定については、原案のとおり認定する

ものと決しました。 

 次に、認定第６号 令和４年度清須市下水道事業決算認定について、説明をお願いいたします。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 上下水道課の伊藤でございます。 

 認定第６号 令和４年度清須市下水道事業決算認定について御説明いたします。 

 先ほどの令和４年度清須市水道事業決算書及び清須市下水道事業決算書の５３ページをお願い

いたします。 

 はじめに、収益収入及び支出に関連します財務諸表、令和４年度清須市下水道事業損益計算書

について御説明いたします。 

 １、営業収益６億７千１１６万５千円、（１）下水道使用料から（４）その他営業収益までで

ございます。主なものは、下水道使用料及び雨水処理負担金でございます。 

 ２、営業費用１２億７千７３７万９千７０９円、（１）の管渠費から（９）資産減耗費までで

ございます。主なものは、管渠ポンプ場設備の維持管理に伴う保守点検費、動力費及び職員の人

件費などでございます。１の営業収益から２の営業費用を差し引いた６億６２１万４千７０９円

が営業損失となります。 

 ３、営業外収益８億３千７１５万６千５５５円、（１）他会計負担金から（４）その他営業外

収益まででございます。 

 ４、営業外費用１億７千９７８万７千４１２円、（１）支払利息と（２）の雑支出でございま

す。３、営業外収益から４の営業外費用を差し引いた６億５千７３６万９千１４３円と、先ほど

の営業損失を合わせた５千１１５万４千４３４円が経常利益となります。 

 ５、特別利益８６３万７千９１９円、（１）過年度損益修正益とその他特別利益でございます。 

 ６、特別損失６千４３５円、過年度損益修正損でございます。５の特別利益から６の特別損失
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を差し引いた８６３万１千４８４円と経常利益を合わせた５千９７８万５千９１８円が当年度純

利益となります。当年度純利益に前年度繰越欠損金３億８９１万７千円を合わせた２億４千９１

３万１千８２円が当年度未処理欠損金となります。 

 １枚はねていただきまして、５４、５５ページを御覧ください。 

 令和４年度清須市下水道事業剰余金計算書でございます。 

 資本金の欄の中段を御覧ください。 

 前年度処分後残高１０億５千６２４万４千円、当年度変動額１億７千２６９万２千円、当年度

末残高１２億２千８９３万６千円。 

 次に、資本剰余金合計の欄の中段を御覧ください。 

 前年度処分後残高１０億６８７万２千４１７円、当年度変動額８７１万１千３５９円、当年度

末残高１０億１千５５８万３千７７６円。 

 次に、利益剰余金の合計の欄中段を御覧ください。 

 前年度処分後残高マイナス３億８９１万７千円、当年度変動額５千９７８万５千９１８円、当

年度末残高マイナス２億４千９１３万１千８２円。 

 資本合計の欄の中段を御覧ください。 

 資本金、資本剰余金合計、利益剰余金合計を合わせた額が資本金合計となります。 

 前年度処分後残高１７億５千４１９万９千４１７円、当年度変動額２億４千１１８万９千２７

７円、当年度末残高１９億９千５３８万８千６９４円でございます。 

 １枚はねていただきまして、５６、５７ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出に関連します財務諸表、令和４年度清須市下水道事業貸借対照表について

御説明いたします。 

 左のページになります。 

 資産の部です。 

 １、固定資産（１）有形固定資産２７４億６千２１０万２千２１４円、イ土地からホの建設仮

勘定まででございます。（２）無形固定資産２３億５千４０９万１千９１０円、イ施設利用権か

らハのソフトウエアまででございます。（３）投資その他資産１９８万９千４４５円、イ出資金

とロの長期前払費用でございます。固定資産合計は２９８億１千８１８万３千５６９円となりま

す。 

 ２、流動資産、流動資産合計１９億６千１３３万５千５７３円、（１）現金預金から（４）前
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払金まででございます。１の固定資産合計と２の流動資産合計を合わせた３１７億７千９５１万

９千１４２円が資産合計となります。 

 次のページをお願いいたします。 

 負債の部になります。 

 ３、固定負債、固定負債合計１３７億９千８９万４千４６６円、（１）企業債と（２）その他

固定負債でございます。 

 ４、流動負債、流動負債合計１５億２千３８９万１千４２８円、（１）の企業債から（５）の

その他流動負債まででございます。 

 ５、繰延収益、繰延収益合計１４４億６千９３４万４千５５４円、長期前受金から収益化累計

額を差し引いた額でございます。３、固定負債合計、４、流動負債合計、５、繰延収益合計を合

わせた２９７億８千４１３万４４８円が負債合計となります。 

 その下、資本の部でございます。 

 ６、資本金１２億２千８９３万６千円。 

 ７、剰余金、（１）資本剰余金１０億１千５５８万３千７７６円、イ受贈財産評価額からハの

国庫補助金まででございます。（２）利益剰余金、マイナス２億４千９１３万１千８２円、イ当

年度未処理欠損金でございます。（１）資本剰余金と（２）利益剰余金を合わせた７億６千６４

５万２千６９４円が剰余金合計となります。６の資本金と７の剰余金を合わせた１９億９千５３

８万８千６９４円が資本合計となります。 

 先ほどの負債合計と資本合計を合わせた３１７億７千９５１万９千１４２円が負債資本合計と

なります。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 ありがとうございました。それでは質疑に入ります。 

 質疑のある方の挙手を求めます。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。 

 ６２ページの下水道事業収益のところでちょっと教えてください。 

 営業収益の中の雨水処理負担金というのは、これ原資は何ですか。 
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建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 こちらは一般会計から頂いているものでございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 では、これ営業外収益は一般会計から３億円入ってますけども、一般会計からの持ち出しがこ

れは３億２千万円、６億４千万円、７億８千万円という理解でいいでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 はい、そのとおりでございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 意見書のほうにちょっと戻っていくと６１ページから表がずっとあるんですけど、最終的には

純利益が出てますよと。運営上の収益ですよね。出てますけども、今申し上げた雨水処理負担金

と他会計負担金を合わせると、収益の収入の５２％が一般会計からの負担金というか持ち出しに

なっていて、現状、事業収益はこれ、使用料だけを見ると１３．１％と構成比になってますよね。 

 これって多分どっかでひっくりかえってこなあかんと思うんですけども、つながってなので接

続率向上とかという話が出ておるんですが、今現状、多分その設備のほうの投資先行になってる

ので、何なんだろう、こういう形になっちゃうのか、それかずっと一般会計からお金もらえるわ

けじゃないですよね。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 下水道事業につきましては、基本的に雨水事業に関しましては公費負担、汚水事業につきまし

ては私費という形で下水道使用料等から賄うということになっておるんですけれども、下水道事
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業につきましても、一部、一般会計のほうからお金をもらえるような規定になっております。 

 下水道使用料につきましても、当然、今、整備をどんどん進めている段階でございますので、

今後、整備を進めていく中で、投資効果のあるところとかを整備の対象に考えていくなど、今後

の事業のほうの進め方について検討していく必要もあるかと思います。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 近隣の自治体では当初計画を見直したりとか、全部やりますとかじゃなくてね、今、課長さん

が言われたみたいに投資効率を考えた投資と、また、そこから見込まれる事業収益を見て、これ

は多分一般会計からずっとお金もらえる、なかなかちょっと分からないんですよね、僕もね。 

 だけど使用料が上がってくれば、それはそれで負担が減るからいいと思うんですけども、今、

言われたようなことが全てかなと思っております。投資がどんどん先に進んでいくのと、ちょっ

と、どこだったかな、資本的な収入のところを見たりすると、当初、もくろんどったお金が、予

算現額よりも執行が少なかったりとかしてる部分があったんです。これは国の補助金のつき方が

何か調子がいいとか悪いとか、そういったこともあるんですか。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 当然、国のほうの補助金のつき方によって事業変わっておりますので、その辺は致し方ないこ

とかなと思っております。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 これはあくまで一般論ですけど、やはり下水道が敷設されて一番、年数がたってるところで５

０年とか６０年とかたっているので、そこの更新のお金にその国費が当然、もともとあるので、

そっちを優先してるという話もちょっと、一般論ですよ、あくまでも、聞いているので、我が市

に必要なものはしっかりと確保していただいて、先ほど言われた効果的な進め方になるようにと
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思っておりますので、一般会計から結構、出てますけど、そのように進めていただけるようによ

ろしくお願いします。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 あと、よろしいでしょうか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 これで、質疑を終了いたします。 

 認定第６号 令和４年度清須市下水道事業決算認定について、採決を行います。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 全員賛成でございます。 

 よって、認定第６号 令和４年度清須市下水道事業決算認定については、原案のとおり認定す

べきものと決しました。 

 次に、議案第４５号 令和４年度清須市水道事業未処分利益剰余金の処分について、説明をお

願いいたします。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤 嘉規君） 

 上下水道課の伊藤でございます。議案第４５号 令和４年度清須市水道事業未処分利益剰余金

の処分について、御説明いたします。 

 市長提出議案等の３９ページをお開きください。 

 議案第４５号 令和４年度清須市水道事業未処分利益剰余金の処分について。 

 下記のとおり令和４年度 清須市水道事業未処分利益剰余金を処分することについて、地方公

営企業法第３２条第２項の規定により議会の議決を求める。 

 表の説明をいたします。 

 当年度末残高は資本金１０億２千５４８万９千５６円、未処分利益剰余金４千８６１万４千１

０９円となっております。 

 議会の議決による処分額は、未処分利益剰余金の当年度末残高４千８６１万４千１０９円のう
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ち、補塡財源として執行した７４２万３千６３８円を資本金に組み入れ、残余である４千１１９

万４７１円を未処分利益剰余金として繰り越すものでございます。 

 処分後の資本金の残高は１０億３千２９１万２千６９４円となります。 

 令和５年８月３０日提出、清須市長 永田純夫 

 説明は、以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 それでは質疑に入ります。 

 質疑のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 質疑はないようですので、これで質疑を終了し、議案第４５号 令和４年度清須市水道事業未

処分利益剰余金の処分について、採決を行います。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（野々部 享君） 

 全員賛成でございます。 

 よって、議案第４５号 令和４年度清須市水道事業未処分利益剰余金の処分については、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、建設文教常任委員会に付託されました建設部・水道事業所管の全議案等につきまして

は、審査を終了いたしました。 

 なお、教育委員会所管につきましては、１４日木曜日の午前９時３０分から審査を行います。 

 これをもちまして、本日は散会といたします。早朝より大変お疲れさまでございました。 

（ 時に午前１１時３１分 閉会 ） 
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